
株主の皆様におかれまして
は、平素は格別のご高配を賜
り、厚く御礼申しあげます。
第118期（平成28年12月

1日～平成29年11月30日）
におけるわが国経済は緩やか
な回復基調を続けており、海
外経済も緩やかな成長が続い
ております。

このような状況のもと、当社グループは平成29年度か
ら平成31年度までの３か年を対象とする「中期経営重点
課題」および「カンパニービジョン」を策定し、各事業の
特性に応じた施策の実施に努めました。
第118期における業績は、売上高283億 79百万円、

営業利益17億72百万円、経常利益は持分法による投資
利益等により20億27百万円となりました。親会社株主
に帰属する当期純利益は、繰延税金資産計上による法人
税等調整額が６億６百万円減少した影響により22億 54
百万円となりました。
今後も引き続き、顧客満足度の向上を図り、各事業分

野の収益力を高め、併せてグループシナジー効果による
事業拡大に向けた活動を強化して、企業価値の向上に努
めてまいります。
株主の皆様におかれましては、今後とも変わらず格別

のご支援とご理解を賜りますよう、よろしくお願い申し
あげます。

「第72回えひめ国体2017」の水泳競技（2017年９月10日～17

日）施設として、当社子会社の（株）アクアプロダクトが取り扱う

Myrtha Pools®（ミルタプール）※が採用され、国内トップレベル

の選手による熱い戦いが繰り広げられました。

ミルタプールは特設プールとは思えないほどの完成度であると

愛媛県や日本水泳連盟等から高い評価をいただいており、えひ

め国体において、国体史上初の特設プールでの開催が実現いた

しました。国体終了後、既に特設プールは解体され、「プール槽」

と「ろ過装置」の一部は内子町運動公園プールに移設されており、

2018年夏季より恒久プールとして再利用されます。このように、

ミルタプールは資材を有効に活用することで環境にやさしく、ま

た短納期で建設することができることから、新たなプールの建設

や既存施設の改修に比べ、大型イベントの効率的な運営が可能と

なります。また、イベント終了後に恒久プールとして移設・再利

用ができ、大変経済的です。

同社は、ミルタプールの日本総代理店としてミルタプールをイタ

リアより輸入しております。ミルタプールは、ヨーロッパを中心

に世界70ヶ国以上で50年以上にわたり数千の実績を持ち、国

際水泳連盟（FINA）主催競技の公認プールとして、オリンピック

や世界水泳選手権を含む最も重要な国際大会で採用されておりま

す。今後は海外での多くの実績と今回の移設・再利用が可能な愛

媛方式をPRし、2021年に福岡市で開催される世界水泳選手権等、

日本国内で開催される世界的大型イベントに向け、ミルタプール

の受注に注力してまいります。

FILCON FABRICS ＆ TECHNOLOGY CO., LTD.（FFT）はタイ

王国プラチンブリ県（バンコクから東に140km）にあり、2007

年5月に従業員51名で操業を開始しました。海外市場への生産

拠点として日本フイルコン（株）静岡工場の指導のもと、数度の

追加投資を経て生産を拡大し、現在では日本人駐在員4名、タイ

人従業員160名が24時間体制で高品質なプラスチックワイヤー

を生産しています。現在の製品出荷先は、主に中国等のアジア各

国です。

工場内での会話はタイ語、オフィスは英語中心ですが、生産のキー

ワードには「ケンタン（検反＝製品のチェック）」等多くの日本語

が使われています。また、タイ王国の挨拶にはワイ（合掌）、サ

ワディカップ／サワディカー（挨拶の言葉）等がありますが、FFT

ではタイ人従業員も日本式にお辞儀をして挨拶し、日本の習慣が

自然と受け入れられています。

2017 年７月には操業開始から10周年を記念して式典とパー

ティーが開催され、タイ人従業員も誇らしい笑顔を見せていまし

た。タイ王国の国民は一般的には仏教徒で穏やかですが、音楽と

パーティーが大好きという活動的な一面もあります。

タイ王国の広い青空のもと、日本フイルコングループの一員とし

てこれからも高品質なモノづくりを続けてまいります。

平成30年2月

代表取締役社長  名倉 宏之

当事業では、食品業界向けを中心としたコンベアベルト
の販売増加や退職給付費用の減少等により、売上高およ
び営業利益は増加しました。

産業用機能フィルター・コンベア事業

売 上 高  181億   5百万円（前期比 5.3％増）
営業利益 16億 61百万円（前期比 7.4％増）

64%

売上高構成比

当事業では、大型・中型タッチパネル製品の生産・出荷の
減少やフォトマスク製品の販売単価の下落および原価の上
昇により、売上高・営業利益ともに前期を下回りました。

電子部材・フォトマスク事業

売 上 高 71億 86百万円（前期比   4.6％減）
営業利益 6億   6百万円（前期比 32.6％減）

25%

売上高構成比

当事業では、アクア事業で受注金額の高い案件の完成引
き渡し数が増加したため、売上高および営業利益は増加
しました。

環境・水処理関連事業

売 上 高  20億 46百万円（前期比 35.7％増）
営業利益 1億 43百万円（前期比 96.1％増）

7%

売上高構成比

当事業では、既存の賃貸物件の稼働が順調だったことも
あり、売上高および営業利益は増加しました。

不動産賃貸事業

売 上 高  10億 40百万円（前期比 0.7％増）
営業利益 7億 79百万円（前期比 3.0％増）

4%

売上高構成比

株 主の皆様へ セ グメントの状況

「第72回えひめ国体2017」の水泳競技の舞台「アクアパレットまつやま特設プール」に
アクアプロダクトが取り扱うミルタプールを納入しました！

タイ王国の生産子会社FFTが操業開始から10周年を迎えました。
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FFT in Thailand

パーティーで笑顔を見せるタイ人従業員

※ Myrtha Pools®（ミルタプール）は、1961年にイタリアの
カスティリオーネ・デッレ・スティヴィエーレで設立された
エーアンドティ ヨーロッパ社（URL http://myrthapools.
com/jp/）の登録商標です。
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株 主 通 信
平成28年12月1日から平成29年11月30日まで

証券コード：5942

会 社概要（平成29年11月30日現在） 株 式の状況（平成29年11月30日現在）

金融商品取引業者
312,884株

1.41％
個人・その他
8,546,627株

38.56％
その他法人
8,549,770株

38.57％

金融機関　
4,203,250株

18.96％

外国人
554,680株

2.50％

株主メモ
事 業 年 度 12月１日から翌年11月30日まで
配当金の基準日 期末配当金: 11月30日　中間配当金:  ５月31日
定 時 株 主 総 会 毎年２月
議決権の基準日 定時株主総会: 11月30日

その他必要があるときは、あらかじめ公告して定める。
株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-232-711（フリーダイヤル）

同 郵 送 先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告により、当社のホームページ

http://www.fi lcon.co.jp/ に掲載いたします。ただし、
電子公告によることができない事故その他やむを得ない
事由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株式に関するお問合せ先
証券会社に口座をお持ちの場合
お問合せ先 お取引の証券会社になります。

ご 注 意 未払配当金の支払、支払明細発行については、株主名簿管理人まで
お問合せください。

特別口座の場合

お問合せ先
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電　話 0120-232-711（フリーダイヤル）
郵送先 〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

ご 注 意 単元未満株式の買取以外の株式売買はできません。（特別口座に記
録したままでは、株式を証券取引所で売買することはできません。）

発行可能株式総数 80,000,000 株

発行済株式の総数 22,167,211 株

株 主 数 18,275 名

取締役・監査役（平成30年2月22日現在）
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大株主
株　主　名 持株数（百株） 持株比率（％）

王子ホールディングス株式会社 27,001 12.20

大王製紙株式会社 18,165 8.21

日本フイルコングループ従業員持株会 15,849 7.16 

日本製紙株式会社 15,581 7.04

三菱UFJ信託銀行株式会社 10,230 4.62

いわき大王製紙株式会社 4,740 2.14

竹田昌弘 4,120 1.86

株式会社みずほ銀行 4,000 1.81

第一生命保険株式会社 3,950 1.78

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,573 1.61
（注） １． 持株比率は自己株式（36,301株）を控除して計算しております。

２． 持株数は百株未満は切り捨て、持株比率は小数点第3位を四捨五入して表示して
おります。

商 号 日本フイルコン株式会社
本店所在地 東京都稲城市大丸2220番地

TEL 042（377）5711（代表）　FAX 042（377）5714
設立年月日 昭和11年３月18日（創業大正５年）
資 本 金 26億85百万円
上場取引所 東京証券取引所（市場第一部）
ホームページ http://www.fi lcon.co.jp/

紙・パルプ抄造用網、各種工業用特殊網等
電子部材、フォトマスク製品、太陽光発電システム設備等
プール本体および水処理装置、その他環境関連製品等
店舗・駐車場の賃貸等

当社の主要な事業所
本社・東京事業所（東京都稲城市） 静岡事業所（静岡県富士市）
北海道営業所（北海道千歳市）  大阪営業所（大阪府大阪市）
上海事務所（中国 上海市）

子会社
Filcon America, Inc.（アメリカ オレゴン州）
FILCON FABRICS & TECHNOLOGY CO., LTD.（タイ プラチンブリ県）
FILCON EUROPE SARL（フランス バ・ラン県）
関西金網株式会社（本社: 大阪府大阪市）
Kansai U.S.A. Corporation（アメリカ テキサス州）
Siam Wire Netting Co., Ltd.（タイ ランプーン県）
TMA CORPORATION PTY LTD（オーストラリア 西オーストラリア州）
関西金属網科技（昆山）有限公司（中国 江蘇省）
エスデイアイ・エレクトロニクス・ジャパン株式会社（本社: 東京都稲城市）
株式会社アクアプロダクト（本社: 東京都千代田区）

当社従業員数470名　企業グループ従業員数1,246名

主要な事業所等

主要な製造、販売品目

所有者別持株比率

株主優待制度  毎年11月末現在の株主様へ

1. 優待内容
保有株式数 保有期間 優待内容

100株以上1,000株未満 1年未満 500円相当のQUOカード
100株以上1,000株未満 1年以上継続 ワイン1本
1,000株以上 1年未満 1,000円相当のQUOカード
1,000株以上 1年以上継続 ワイン1本（限定品）

2. 贈呈の時期
●QUOカード：毎年2月下旬の定時株主総会終了後の「定時株主総会決議

ご通知」および「株主通信」とともにお送りする予定です。
●ワイン ：毎年3月下旬にお送りする予定です。

（注）　1年以上継続保有の株主様とは、5月31日および11月30日現在の株主名簿に、
同一株主番号で、3回以上連続で記載または記録された株主様といたします。

当期末
平成29年11月30日現在

前期末
平成28年11月30日現在

流動資産 18,664 18,518
固定資産 21,289 17,611
流動負債・固定負債 18,679 18,911
純資産 21,273 17,218
総資産 39,953 36,129
（注）記載金額は、百万円未満の数字を切り捨てて表示しております。

連結貸借対照表 （単位：百万円）

連結損益計算書 （単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

当期
平成28年12月   1日から
平成29年11月30日まで

前期
平成27年12月  1日から
平成28年11月30日まで

売上高 28,379 27,263
売上総利益 9,936 9,697
営業利益 1,772 1,895
経常利益 2,027 1,943
親会社株主に帰属する
当期純利益 2,254 1,661

（注）記載金額は、百万円未満の数字を切り捨てて表示しております。

（ 　 ）

純資産合計は、前期末に比
べて40億55百万円増加
し、212億73百万円とな
りました。これは、主とし
て親会社株主に帰属する当
期純利益22億54 百万円
の計上等による利益剰余金
の増加であります。

第116期 第117期 第118期

16,979 17,218

21,273
（単位：百万円） POINT

コンベアベルトの販売増
加および豪ドル高の影響
により、売上高は283億
79百万円（前期比 4.1％
増）となりました。

第116期 第117期 第118期

25,417
27,263 28,379

（単位：百万円）
POINT

電子部材・フォトマスク
事業の落ち込みが大き
く、営業利益は17億72
百万円（前期比6.5％減）
となりました。

第116期 第117期 第118期

1,383

1,895 1,772

（単位：百万円）
POINT

純資産

1

2

3

（ 　 ）

当期
平成28年12月   1日から
平成29年11月30日まで

前期
平成27年12月  1日から
平成28年11月30日まで

営業活動による
キャッシュ・フロー 2,579 3,480

投資活動による
キャッシュ・フロー △2,615 △1,549

財務活動による
キャッシュ・フロー △357 △534

現金及び現金同等物の
期末残高 4,001 4,125

（注）記載金額は、百万円未満の数字を切り捨てて表示しております。
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